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論文内容の要 1:::. 目
本論文は ， á , f3-不飽和アルデヒドから相当する不飽和アルコールを合成するための高選択性触媒
を開発することを目的として行なった研究の結果をまとめたもので，全 8 章から成っている。
第 l 章は緒論であり，本研究を行なう目的とその意義について述べている。
第 2 章では ， á , 月一不飽和アルデヒドである 2- メチルー 2 ーペンテナールのラネーコバルト触媒
による液相水素化反応の検討結果を述べ， 3 種の生成物，不飽和アルコール (UA) ，飽和アルデヒド




第 3 章では， ラネーコバルト触媒を塩化鉄，塩化コバルト，塩化マンガンで修飾したときの顕著な反










第 6 章では，有効な選択率向上効果の認められる塩化コバルト iとより修飾したラネーコバルト触媒
を用い，シトラールの水素化反応を種々の溶媒中において行ない，最適条件検討の結果，エタノール
あるいは 1 -プロパノール中において，不飽和アルコールの選択率が 97 %1乙達することを明らかに
している。
第 7 章では，反応の活性種に関する知見を得るため，均一系におけるシ卜ラールの水素化反応に対
















α ， ß 一不飽和アルデヒドからの不飽和アルコール生成の選択率が著しく増大することを見い出し
ている。
3) ラネーコバルト触媒による á ， ß 一不飽和アルデヒドの水素化反応に対する酸および塩基の効果
を調べ，酢酸が反応の良好な促進効果を有することを見い出している。
4) モノテルペン系 α ， ß-不飽和アルデヒドのラネーコバルト触媒による水素化反応を検討し， エ
タノール溶媒中塩化コバルト(ll)で修飾することにより，高選択率で相当する不飽和アjレコールが合
成できることを明らかにしている。
5) 均一系触媒による選択水素化反応を検討し，ルテニウムートリフェニルホスフィン錯体触媒に塩
化水素を共存させることにより，高選択率で α，月一不飽和アルデヒドのアルデヒド基のみを還元
し得る乙とを見い出すとともに，その反応機構を明らかにしている。
? ?? ?つδ
以上のように本論文は， α. {3-不飽和アルデヒド還元用触媒の開発に関し多くの重要な知見を与え
るものであり，触媒化学および合成化学の学術ならびに応用面の発展に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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